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(57)【要約】
【課題】応力緩和機能をもつと共に、接続対象物との接
続時の荷重にも容易に対処できる、小型のコネクタを提
供すること。
【解決手段】　接続対象物に接触するための接触部５と
、取付対象物１に半田付け接続される接続部６と、接触
部と接続部との間に形成された応力緩和部７とを有する
コンタクト２を備えている。そのコンタクトは、さらに
、応力緩和部と並行しかつ取付対象物に当接する固定補
助部９を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接続対象物に接触するための接触部と、取付対象物に半田付け接続される接続部と、前
記接触部と前記接続部との間に形成された応力緩和部とを有するコンタクト、及び前記コ
ンタクトを保持したハウジングを含むコネクタであって、前記コンタクトは、前記応力緩
和部と並行しかつ前記取付対象物に当接する固定補助部を有することを特徴とするコネク
タ。
【請求項２】
　前記固定補助部は、互いに離間した複数の脚部を有し、前記応力緩和部は前記複数の脚
部の間に配置されている、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記固定補助部は、前記応力緩和部の片側に配置された一つの脚部を有し、前記脚部と
前記接触部は一直線上に配置されている、請求項１に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記コンタクトは、前記接触部と前記応力緩和部との間に、前記ハウジングに圧入され
た圧入部を有し、前記固定補助部は前記圧入部に接続されている、請求項１から３のいず
れかに記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記ハウジングは、前記固定補助部と共に前記取付対象物に当接するように作られてい
る、請求項４に記載のコネクタ。
【請求項６】
　接続対象物に接触するための接触部と、取付対象物に半田付け接続される接続部と、前
記接触部と前記接続部との間に形成された応力緩和部とを有するコンタクトにおいて、前
記応力緩和部と並行しかつ前記取付対象物に当接する固定補助部を有し、前記固定補助部
は互いに離間した複数の脚部を有し、前記応力緩和部は前記複数の脚部の間に配置されて
いることを特徴とするコンタクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタに関し、特に、コンタクトの接触部と接続部との間に応力緩和部を
備えたコネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば特許文献１はこの種のコネクタの一例を開示している。そのコネクタにおいては
、基板を収容するケースにハウジングを一体成形し、そのハウジングの貫通孔に金属製の
端子を圧入固定している。その端子は、ハウジングの貫通孔の一側に露出した部分が端子
接触部となり、他側に露出した部分は湾曲状の応力緩和部を介して基板に半田付けにより
接続される。
【０００３】
　この特許文献１に開示されたコネクタによると、温度変化時の各部分の膨張・収縮の差
により生じる応力は、応力緩和部により緩和され、基板に接続した半田付け部分にはほと
んど伝わらない。このように応力緩和機能をもつため、応力に起因する接続部分の半田割
れを防止できる。
【０００４】
　また特許文献２は、端子のリード脚部に突部を設け、この突部を基板に係合させ、接続
時に端子に加わる荷重を基板にて受けるようにしたコネクタを開示している。これによれ
ば、端子に加わる荷重による接続部分の半田破壊を防止できる。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２２３２８４号公報
【特許文献２】特開２０００－１６４２８２号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１のコネクタでは、接続対象物との接続時に端子接触部に加わ
る荷重を全て、ハウジングの端子を圧入固定した部分で受けることになるため、ハウジン
グを頑丈な構造にしなければならず、寸法が大きくなることを避けられない。
【０００７】
　一方、特許文献２のコネクタは、上述した応力緩和機能を全くもたない。また、特許文
献２では、特許文献１に開示されているような応力緩和部との関係についても全く考慮さ
れていなく、広範囲の温度変化の環境には対応できない。
【０００８】
　それ故に本発明の課題は、応力緩和機能をもつと共に、接続対象物との接続時の荷重に
も容易に対処できる、小型のコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施の態様によれば、接続対象物に接触するための接触部と、取付対象物に半
田付け接続される接続部と、前記接触部と前記接続部との間に形成された応力緩和部とを
有するコンタクトを含むコネクタであって、前記コンタクトは、前記応力緩和部と並行し
かつ前記取付対象物に当接する固定補助部を有することを特徴とするコネクタが得られる
。
【００１０】
　前記固定補助部は、互いに離間した複数の脚部を有し、前記応力緩和部は前記複数の脚
部の間に配置されていてもよい。
【００１１】
　前記固定補助部は、前記応力緩和部の片側に配置された一つの脚部を有し、前記脚部と
前記接触部は一直線上に配置されていてもよい。
【００１２】
　前記コンタクトを保持したハウジングをさらに含み、前記コンタクトは、前記接触部と
前記応力緩和部との間に、前記ハウジングに圧入された圧入部を有し、前記固定補助部は
前記圧入部に接続されていてもよい。
【００１３】
　前記ハウジングは、前記固定補助部と共に前記取付対象物に当接するように作られてい
てもよい。
【００１４】
　本発明の他の実施の態様によれば、接続対象物に接触するための接触部と、取付対象物
に半田付け接続される接続部と、前記接触部と前記接続部との間に形成された応力緩和部
とを有するコンタクトにおいて、前記応力緩和部と並行しかつ前記取付対象物に当接する
固定補助部を有し、前記固定補助部は互いに離間した複数の脚部を有し、前記応力緩和部
は前記複数の脚部の間に配置されていることを特徴とするコンタクトが得られる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のコネクタは、応力緩和機能をもつと共に、接続対象物との接続時の荷重にも容
易に対処でき、しかも小型に実施できるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１から図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係るコネクタについて説明する。
【００１７】
　図１から図３のコネクタは、ガラスエポキシ基板などの板状の取付対象物１に搭載され
るものであり、金属板材に打ち抜き加工を施して作られたコンタクト２と、コンタクト２
を保持した樹脂製のハウジング３とを含んでいる。ハウジング３は、例えば略コ字状に形



(4) JP 2010-15722 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

成され、コ字の脚部が取付対象物１に当接するように配置される。
【００１８】
　コンタクト２は、ハウジング３のコ字の内面側に形成した凹部に圧入される圧入部４と
、圧入部４からハウジング３を貫通してのび、相手側コネクタなどの接続対象物（図示せ
ず）に接触するための接触部５と、取付対象物１に半田付け接続される接続部６と、接触
部５及び接続部６の間に一体形成された応力緩和部７とを有している。圧入部４は、取付
対象物１と平行に長くのびている。
【００１９】
　接触部５としては、ここでは圧入部４の中央に一体形成されたピン形状のものを図示し
ているが、接続対象物の形態に応じてソケット形状などの他の形態のものが用いられ得る
。接続部６は、取付対象物１に形成した貫通孔に挿通され、かつ取付対象物１にその裏面
から半田付け部８により電気的かつ機械的に接続される。応力緩和部７は、略Ｓ字状に形
成されて弾力性またはクッション性を持たされているが、他の形状によってもよい。
【００２０】
　コンタクト２は、さらに、圧入部４の両端部から取付対象物１に向かって互いに平行に
のびた複数即ち２本の脚部９を有している。応力緩和部７は２本の脚部９の間に配置され
ている。換言すると、２本の脚部９は応力緩和部７の両側に配置されている。これらの脚
部９は合わせて、応力緩和部７と並行した固定補助部を構成している。即ち、各脚部９は
取付対象物１に当接し、取付対象物１に対するコネクタの固定を補助する役目を果たす。
【００２１】
　このコネクタを取付対象物１にその一面側から接続部６を取付対象物１の貫通孔に挿通
させつつ搭載し、そして取付対象物１の反対面側から半田付けを施して接続部６を取付対
象物１の電気回路に接続させる。この状態で、相手側コネクタなどの接続対象物が接触部
５に例えば嵌合接触する。この嵌合時の荷重は脚部９を介して取付対象物１に直接受けら
れることになるので、ハウジング３を頑丈な構造に作ることは必要ではなく、したがって
コネクタの小型化が可能である。
【００２２】
　ガラスエポキシ基板を取付対象物１として用い、一般的なコネクタに使用されている金
属及び樹脂をコンタクト２及びハウジング３としてそれぞれ用いた場合には、これらの部
分の温度変化時の膨張・収縮の差は比較的大きい。しかし、次に説明するように、これに
よる問題も生じない。
【００２３】
　温度上昇時には、ハウジング３の膨張により、コンタクト２の圧入部４が取付対象物１
から離間する向きに少し移動させられる。このとき、コンタクト２の脚部９が取付対象物
１から離れようとするが、応力緩和部７が弾性変形することで、半田付け部８に過大な力
が加わることは防止される。したがって、温度上昇時に半田付け部８に割れや破壊が引き
起こされることはない。
【００２４】
　一方、温度下降時には、ハウジング３の収縮により、コンタクト２の圧入部４が取付対
象物１に接近する向きに少し移動させられる。このとき、コンタクト２の脚部９が取付対
象物１に圧接されるのみで、半田付け部８に過大な力が加わることは防止される。したが
って、温度下降時に半田付け部８に割れや破壊が引き起こされることもない。
【００２５】
　上述したコネクタは、温度変化に対する耐性が大であるので、自動車のエンジンルーム
のように氷点下から100℃以上まで温度が大幅に変動することが想定される箇所に使用す
ることができる。
【００２６】
　なお、固定補助部が２本の脚部９で構成された例について説明したが、勿論、３本以上
の脚部で構成されてもよい。
【００２７】
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　また、図１から図３では接続部６を取付対象物１の貫通孔に挿通させて半田付けを施し
ているが、図４に示すように、接続部６を取付対象物１の表面に半田付け接続することで
も実施できる。
【００２８】
　図５を参照して、本発明の第２の実施形態に係るコネクタについて説明する。図１から
図３のコネクタと同様な部分については同じ参照符号を付して説明を省略する。
【００２９】
　図５のコネクタのコンタクト２ａにおいて、固定補助部は、応力緩和部７の片側に配置
された一つの脚部９のみよりなる。また、脚部９と接触部５は一直線上に配置されている
。これによっても、相手側コネクタなどの接続対象物の嵌合時の荷重は、脚部９を介して
取付対象物１に直接受けられることになるので、ハウジング３を頑丈な構造に作ることは
必要ではない。しかも、脚部９の数が減少するので、コネクタのさらなる小型化が可能で
ある。また、温度変化に対する耐性も図１から図３に示したコネクタと同様に大である。
【００３０】
　勿論、図４と同様に、接続部６が取付対象物１の表面に半田付け接続されてもよい。
【００３１】
　図６を参照して、本発明の第３の実施形態に係るコネクタについて説明する。図１から
図３のコネクタと同様な部分については同じ参照符号を付して説明を省略する。図６にお
いて、一つのハウジング３に対して、図１から図３のコネクタで使用されたコンタクト２
を一列に多数並べて保持させている。このように、コンタクト２を複数用いたコネクタと
しても実施することができる。
【００３２】
　なお、応力緩和部７の構造や形状については様々な変形が可能であることはいうまでも
ない。
【００３３】
　又、本発明の実施例ではコンタクトはハウジングに保持されているが、ハウジングがな
くても、即ち、コンタクト単体でも実施することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　上述したコネクタは、様々な用途にも適用できるが、特に、自動車のエンジンルームの
ように氷点下から100℃以上まで温度が変動する箇所に使用するのに適する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るコネクタを取付対象物と共に示した斜視図である
。
【図２】図１のコネクタ及び取付対象物の半断面斜視図である。
【図３】図１のコネクタ及び取付対象物の半断面状態を図２の正面から見た図である。
【図４】図１のコネクタの変形例を取付対象物と共に示す、図３と同様な図である。
【図５】本発明の第２の実施形態に係るコネクタを取付対象物と共に示す、図２と同様な
半断面斜視図である。
【図６】本発明の第３の実施形態に係るコネクタの斜視図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１　取付対象物
　２，２ａ　コンタクト
　３　ハウジング
　４　圧入部
　５　接触部
　６　接続部
　７　応力緩和部
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　８　半田付け部
　９　脚部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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